
広島県肝炎対策システム調達等業務企画提案書選定基準 
                                      

１ 提案内容の評価 各委員は参加業者から提案を受けた上で、次の項目について評価する。 

(1) 評価項目等 

評価項目 評価のポイント 配点 

１ 業務概要 ・仕様書等に示した業務の目的・趣旨を正しく理解した提案であること。 ８ 

２ 一元的な情報管理 

・肝炎対策業務に沿って、個人に着目した一連の情報を入出力できる。 

集計・検索が可能であり、年度単位での統計やデータを活用した分析が

容易にできる。 

・帳票を簡便に作成し、出力できる。 

12 

３ ユーザビリティ 

・専門的な知識を持たないものであっても、使いやすいシステムとなっ

ている。 

・システム入出力における職員の事務負担軽減に配慮がされている。 

12 

４ 利用者教育 

・システム稼働前の操作研修・説明会について、操作内容の理解向上が

図れる内容である等の工夫がなされているか。 

・システム稼働後の継続的教育について、利用者に対するフォローアッ

プ等の支援体制が充実しているか。 

６ 

５ 類似業務の実績 
・類似業務の内容、成果が優良で、本事業においても効果が期待できる

ものであること。 
４ 

６ スケジュール 

・テスト稼働を含む全体のスケジュールが令和８年４月１日からの本稼

働に向けて実施される。 

・スケジュールの実現可能性が高く、契約期間内に委託業務遂行が可能

である。 

12 

７ 実施体制 

・業務に必要なノウハウ及び執行体制等、本業務の遂行能力を有してい

る。 

事業者内（責任者・担当者）での役割分担の明確化 

責任者・担当者等について、役割に応じた経験・資格等の有無 

８ 

８ 情報セキュリティ 

・本調達仕様書に記載するセキュリティ要件を満たしている。 

・不正アクセスや個人情報の漏洩防止策など、業務実施にあたってセキ

ュリティに対する考え方や方針が定められている。 

・セキュリティ事案発生時の対応策が具体的に示されている。 

６ 

９ 見積価格 ・経費の内訳が明確であり、妥当な価格であること。 12 

10 長期的視点 

・拡張性、柔軟性に優れ、長期的な運用に耐えうるシステムの機能が整

備されているか。 

・突発的なシステム不具合当にも迅速かつ的確に対応できること。 

・開発年度以降のランニングコストは適切であるか。 

８ 

11 その他提案 

・特筆すべき優位性があるか。 

・肝炎対策計画の推進のために、 本県の目指す姿の実現に向けた実用

性ある提案がなされているか。 

12 

評定点合計（100点満点） 100 

 

 

別紙 



（2）評価点 

評価基準 評価 摘要 

極めて優れている Ａ 各項目の配点×100% 

優れている Ｂ 各項目の配点× 75% 

普通 Ｃ 各項目の配点× 50% 

劣っている Ｄ 各項目の配点× 25% 

非常に劣っている Ｅ 各項目の配点×  0% 

 

   

２ 審査  

（1） １項目において０点があった者については、審査の対象にしないものとする。 

 （2） 仕様書に記載の要件を満たしていない場合は、前号の規定にかかわらず、審査の対象にしないも

のとする。 

 （3） 選定委員会の委員による評価結果の合計が、満点（100 点×委員数）の６割を超えた者の 

中から、最も高い評価点を得た参加業者を最優秀提案者として決定する。 

同点１位が２者以上ある場合には、選考委員の意見を踏まえた上で、委員長が最優秀提案者を決

定する。 

 （4） 各委員の評定点の合計点が満点（100 点×委員数）の６割に満たない場合は、選定しな 

い。 

 （5） 提案事業者が一者である場合も評価を行い、（1）～（4）の通りとする。 

 


